ろう児の手話言語発達における物語産出に関する研究 -ろう学校幼稚部を対象に- by 松崎 丈
ろう児の手話言語発達における物語産出に関する研
究 -ろう学校幼稚部を対象に-
著者 松崎 丈
号 11
学位授与番号 70
URL http://hdl.handle.net/10097/37100
…F マ一一一h■--
謎
崎
勲
松
隠
文
 学位の種類
学位記番号
学位授与年月日
 学位授与の要件
 研究科・専攻
学位論文題目
論文審査委員
 博士(教育学)
 教博第70号
 平成17年3月25日
 学位規則第4条第1項該当
 東北大学大学院教育学研究科(博士課程後期3年の課程)
総合教育科学専攻
 ろう児の手話言語発達における物語産出に関する研究
 一ろう学校幼稚部を対象に一
一
隆
住
ノ
劃
授
住
教
教授細川徹
助教授田中真理
 論文内容の要旨
 本論文は、手話を導入しているろう学校幼稚部において、ろう児と教師との相互交渉の実態を
 明らかにするとともに、手話を用いて物語を産出する過程でどのような認知・思考能力の発達的
 特徴が観察されるのかを検討したものである。論文の構成は以下の通りである。
 第1～3章では、研究の背景と目的をまとめている.国内外の先行研究から、ろう教育におけ
 る言語指導法の段階的流れと、各段階における手話に対する受け入れの変化を概観し、今後は、
 ろう児にとって自然獲得が可能な手話を第一言語とし、それを基盤に音声言語に対応する書記言
 語等を習得するというバイリンガル教育が主流となることを指摘した.その上で今後の課題とし
 て、バイリンガル教育を受けるろう児の幼稚園期以降の言語発達過程を明らかにすることが急務
 であることも指摘した。近年、幼稚園期において聴児の物語産出の発達過程が注目されており、
 本論文ではその物語産出がバイリンガルの発達において重要な側面であると考え、物語産出の側
 面に着目して検討することにした.研究目的は2つである。第1は、ろう児にとって自然な状態
 での相互交渉の実現は重要であり、手話を用いるろう学校幼稚部では、聴者教師とろう児の集団
 的相互交渉がどのように成立しているかを明らかにすることである(第4章、第5章)。第2は、
 ろう児の物語産出の発達を追跡し、多角的な視点、すなわち自己編集、出来事問の関連付け、物
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 語を構造化するプランニングなどの認知・思考能力について検討することである(第6章、第7章、
 第8章、第9章、第10章).
 第4章と第5章では教師とろう児集団が相互交渉を行う際に手話の導入により、手話が導入さ
 れていない場合に比べてどのような特徴が観察されるのかを探るために会話分析を行った。その
 結果、聴覚口話法を用いる教師に観察される言語指導的関与が格段に少なく、かつ教師とろう児
 がともに話題に関連した会話を維持・展開していることが明らかになった(第4章)。さらに、教
 師とろう児との両者による話題に関連した発言の伝達機能の分析から、教師が話題を主導しては
 いるが、聴覚口語法を用いる相互交渉に多く観察される「先の発話の繰り返し」の生起が皆無で
 あることがわかった(第5章).この2点から、手話の導入が、自然な状態での集団的相互交渉の
 成立を促した可能性が示された。
 第6章と第7章では、発話産出のために物語を筋の通ったものに編集するという自己編集につ
 いて、停滞現象に注目し、この停滞現象の分布特徴から自己編集に関してどのような機能が示さ
 れるかを心理言語学的に検討した.その結果、停滞現象のうち「反復」「手指休止」が多発するこ
 と、この2つの停滞現象の分析特徴から音声言語による物語産出における「反復」「有声休止」の
 自己編集上の機能に類似することが示唆された(第6章).さらに「手指休止」の分布特徴を詳し
 く検討した結果、同年齢の聴児が示す「有声休止」が発話直前で生起する傾向と類似することが
 見出された(第7章).
 第8章では、ろう児が物語る過去経験において、彼らが複数の出来事をいかに関連付けている
 かを検討した.その結果、5・6歳で複数の出来事を時間的に配列する傾向が示され、同年齢の聴
 児の発達的傾向と類似していることが示唆された.さらに、出来事の関連付けに関して、ろう者
 教師との相互交渉を分析した結果、ろう者教師からの援助はわずかであり、ろう児が自発的に適
 切に関連付けて報告できていることが確認された.第9章では、第8章のろう児が産出した物語
 において、経験の時間的順序に則った情報と、エピソードの評価や重要性を伝える情報とのどち
 らが多く発信されていたのかを分析した.その結果、前者の情報が多発しており、ろう児は教師
 や他児に対して、出来事を時間的に配列させるとともに、その出来事に関する情報を多く付加さ
 せて物語ることが示唆された.さらに、ろう者教師との相互交渉分析を行うことで、第8章と同
 様にろう者教師の援助はわずかであることが明らかになった.
 第10章では、幼稚園期後半で子どもは自分でことばをまとまりのある展開構造を持つ物語を作
 り出すことを踏まえて、ろう者の物語の展開構造を検討した.聴児・者での先行研究では、この
 展開構造は、基本的な枠組みとして、テーマ設定とエピソード構造の要素で構成される.この枠
 組みに基づいてろう児の物語を分析した結果、ろう児全員が産出した物語でもテーマを提示した
 上でエピノードを叙述するという展開構造で語られる傾向があり、しかも年齢とともにその傾向
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 が強まることが明らかになった。このことから、手話を用いているろう児は、自分一人で語る物
 語の内容をプランニングすることが可能な段階にいることが示唆された。
 最後に、第1!章では、本論の知見をまとめて全体的な考察を行い、第12章では、今後の課題
 をまとめている。
 論文審査の結果の要旨
 欧米のろう教育における言語教育では、i880年以来聴覚口話法が採用されてきたが、1980年代
 に入ると北欧・北米においてバイリンガル教育法がろう児の言語教育でも採用され、大きな成果
 を上げている。北米においては大多数のろう学校がこのバイリンガル教育法を採用しており、現
 在この方法は広がりつつある。一方、我が国においては1930年代中頃より全国のろう学校で聴覚
 口話法が取り入れられた.現在、ろう学校幼稚部で手話を中心にした言語教育を行っているのは、
 全国106校の内2校である。
 ろう教育におけるバイリンガル教育法とは、ろう児が手話を第一言語とし、第二言語(その国
 で主として用いられる音声言語に対応する書記言語)の習得等を目指す教育である。本論文の教
 育目的は、第二言語習得以前の幼稚園期ろう児を対象として、乳幼児期より手話を用いているろ
 う児らと教師との相互交渉(会話)の特徴を、手話を用いない場合との対比を通して明らかにす
 るとともに、ろう児がどのように集団内で手話を用いた物語産出を行っていくのかを明らかにす
 ることである。
 その結果次のことが明らかになった.①手話を用いたろう児集団と教師との会話場面において
 は、手話を用いないときにみられる教師主導の音声言語指導の発言がみられず、教師も子ども達
 も話題内容に即した手話発話が展開されていることが明らかにされた。言い換えれば、ろう児に
 とって自然獲得が容易な手話を用いた自由なコミュニケーションの展開が、言語発達においては
 何よりも重要であり、これが手話を第一言語とする意義の一つであることが分かった.②物語産
 出の際の自己編集を示唆する停滞現象、出来事間の時間的関連付け、出来事を伝える際の情報内
 容、および物語の展開構造が分析され、いずれも同年齢の聴児が示す特徴と同様の特徴が見出さ
 れた。ろう児にとってもっと尭)楽に使用できる母語としての手話を用いると、聴児と同様の物語
 産出を行うことが示された。
 本論文は、ろう児の手話と表現内容を重視するバイリンガル教育法の考えに基づいて、幼稚園
 期における手話言語発達の実態を明らかにした目本初の研究成果である.長年、日本のろう教育
 では、聴者である教師主導による音声言語指導が続いていた.本論文は、ろう児・者の人権を考
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 慮したバイリンガノレ教育灘基づく教育成果の資料を初めて示し・今後の日本にお1ナるろう教育
 の在り方を問いかけた点で高く評価できる・
 よって、本論文は博士(教育学)の学位論文として合格と認める・
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